
一
″

　
　

甫
書
に
し
て
も
、
各
時
代
々
々
の
代
表
書
家
の
代
表
作
さ
へ
も

　
　
　

鑑
賞
す
る
機
會
が
恵
ま
れ
て
ゐ
た
い
の
で
あ
る
。
内
膝
博
士
の

　
　
　

新
著
の
挿
回
に
よ
っ
て
、
始
め
て
百
獣
一
以
上
も
の
支
那
書
を
見

　
　
　

る
人
は
こ
の
書
の
讃
者
の
大
多
数
で
あ
ら
う
。
朧
を
得
れ
ば
蜀

　
　
　

を
望
み
た
く
な
る
の
は
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
挿
回
に
示
さ

　
　
　

れ
た
る
名
差
の
類
が
、
一
日
も
早
く
美
術
館
や
博
物
館
で
ゆ
っ

　
　
　

く
り
鑑
賞
し
う
る
機
會
が
望
ま
し
い
。
更
に
、
之
等
の
名
書
の

　
　
　

細
部
を
寫
具
に
と
り
、
適
常
な
支
那
檜
書
良
の
回
線
が
出
版
さ

　
　
　

れ
た
な
ら
ば
、
今
日
盛
大
と
な
っ
た
西
洋
優
の
鑑
賞
に
劣
ら
す

　
　
　

支
那
優
の
偉
大
さ
が
徐
々
に
知
識
人
に
も
理
解
さ
れ
始
め
る
の

　
　
　

で
は
な
い
か
と
考
へ
る
。
か
く
て
こ
そ
湖
南
博
士
の
學
界
、
書

　
　
　

壇
を
啓
蒙
さ
れ
た
功
は
更
に
一
段
と
高
め
ら
れ
る
の
で
は
あ
る

　
　
　

ま
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
長
廣
敏
雄
〕

　
　
　
　
　
　

「
中
國
暮
術
論
叢
」

　

膝
因
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
六
版
一
六
七
頁
、
民
國
二
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
沙
商
務
印
書
館
刊
、
定
價
一
元

　
　
　
　

本
書
は
原
名
「
教
育
部
第
二
次
全
國
美
術
展
覧
會
専
刊
」
と

　
　
　

て
、
同
展
覧
會
の
期
間
中
登
場
で
良
行
さ
れ
た
も
の
に
新
た
に

　
　
　

二
篇
を
加
へ
商
務
印
書
館
よ
り
重
印
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
　

る
。
先
づ
吾
々
の
目
を
ひ
く
の
は
本
書
が
民
國
二
十
七
年
七
月

長
沙
に
於
て
登
行
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
事
撥
勃
狸
ま
で
は
上

海
同
書
館
醍
行
の
書
が
何
れ
も
末
尾
に
さ
き
の
上
沁
事
愛
以
来

の
憎
悪
に
み
ち
た
激
烈
な
文
字
を
連
ね
て
ゐ
た
の
に
對
し
、
今

や
そ
れ
ら
に
代
っ
て
た
ｙ
「
長
沙
」
た
る
文
字
の
み
が
吾
々
の

胸
を
彊
く
衝
い
て
来
る
。
上
海
よ
り
長
沙
へ
の
商
務
印
１
　
館
の

遷
移
は
同
時
に
支
那
政
局
推
移
の
蓮
命
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
吾

々
に
は
目
前
の
讐
た
る
を
忘
れ
て
、
文
化
と
亭
問
を
愛
し
吾
々

と
同
じ
く
最
後
の
共
通
な
も
の
を
求
め
て
苦
悩
す
る
今
日
の
支

那
文
化
人
乃
至
學
徒
に
對
し
て
、
同
情
の
念
切
に
湧
く
も
の
が

あ
る
。
か
ｘ
る
同
情
の
念
は
輦
な
る
感
傷
で
は
た
く
學
問
的
理

性
の
最
後
の
信
念
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
明
日
の
東
洋
は
同
一

世
界
た
る
こ
と
を
自
分
は
信
じ
て
止
ま
た
い
。
さ
て
以
下
に
於

て
本
書
所
収
の
重
な
論
文
の
内
容
を
紹
介
し
て
見
よ
う
。

　

鄙
以
塾
「
書
法
之
欣
賞
」
。
書
家
が
概
し
て
登
を
よ
く
す
る
の

は
要
す
る
に
書
畳
同
源
の
理
に
本
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
先

づ
述
べ
、
次
い
で
個
人
の
書
格
に
よ
っ
て
書
膿
の
撥
化
は
促
進

さ
れ
る
が
、
新
書
盤
の
出
現
は
決
し
て
個
人
に
よ
っ
て
は
創
造

さ
れ
す
漸
次
に
進
化
し
て
現
は
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
「
八

分
之
説
」
に
よ
っ
て
況
い
て
ゐ
る
。
こ
の
説
は
例
へ
ば
篆
の
時

期
に
於
い
て
は
篆
八
隷
二
の
開
係
で
あ
り
、
そ
の
愛
化
が
進
め
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ぼ
９
　
八
篆
二
§
鼠
係
と
な
り
、
溶
に
糊
立
し
た
新
書
謄
が
出
現

　
　
　

す
る
と
な
す
見
方
で
あ
る
。
さ
て
秦
石
漢
碑
に
本
づ
い
た
篆
隷

　
　
　

が
形
式
美
の
書
頭
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
魏
晋
時
代
に
は
絹

　
　
　

紙
筆
墨
の
行
使
‐
に
よ
り
書
頭
は
自
由
と
な
り
、
こ
Ｘ
に
書
法
は

　
　
　

完
全
に
美
術
の
域
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
而
も
老
荘
思
想
流
行

　
　
　

の
結
果
は
一
切
の
形
式
を
超
え
て
行
草
の
書
頭
が
現
は
れ
て
就

　
　
　

中
草
書
は
書
家
と
書
法
の
合
一
し
た
至
上
の
も
の
と
た
っ
た
こ

　
　
　

と
が
述
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

宗
白
華
「
中
西
憲
法
所
表
現
之
空
間
意
識
」
。
西
洋
書
が
透
硯

　
　
　

法
に
よ
る
に
對
し
、
支
那
の
書
は
一
種
の
「
書
法
的
空
間
創
造
」

　
　
　

で
あ
る
と
す
る
。
印
ち
支
那
の
書
に
於
い
て
は
、
一
個
の
文
字

　
　
　

は
生
命
の
軍
位
で
あ
り
空
間
の
輩
位
で
あ
り
、
一
幅
の
書
は
賓

　
　
　

に
生
命
の
流
れ
で
あ
っ
て
云
は
ゞ
一
回
の
舞
踏
、
一
曲
の
晋
楽

　
　
　

に
も
た
と
へ
ら
れ
る
が
、
支
那
の
書
は
か
Ｘ
る
書
に
於
け
る
空

　
　
　

間
的
感
党
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
れ
に
對
し
て
透
覗
法
に
立
脚
す

　
　
　

る
西
洋
の
書
に
於
い
て
は
、
そ
の
空
間
精
４
　
は
科
學
的
合
理
的

　
　
　

賀
賓
的
で
あ
る
こ
と
を
求
め
る
。
支
那
心
書
の
境
地
が
音
楽
に

　
　
　

通
す
る
に
對
し
、
西
洋
憲
の
境
地
は
正
に
彫
刻
建
築
に
通
す
る

　
　
　

も
の
で
あ
る
。
叉
西
洋
書
が
近
き
よ
り
遠
き
に
至
る
の
に
對
し

が

　
　

て
、
支
那
の
書
は
遠
き
よ
り
近
き
に
至
る
も
の
で
あ
り
、
要
す

る
に
雨
者
の
表
現
す
る
吝
閲
意
識
が
全
く
異
な
っ
た
世
１
　
観
に

立
て
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

秦
宣
夫
「
我
椚
需
要
西
洋
登
司
」
。
一
般
に
西
洋
轟
が
「
俗
悪
」

「
覇
気
」
「
刻
板
」
「
求
其
形
似
而
失
其
精
祁
」
と
云
は
れ
て
ゐ

る
の
に
對
し
、
徒
ら
に
文
化
に
於
て
鎖
國
的
な
國
家
主
義
に
禰

さ
れ
る
こ
と
の
蒙
を
啓
か
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら

自
ら
を
高
雅
と
し
て
水
墨
で
な
け
れ
ば
不
可
と
し
、
色
彩
を
用

ふ
る
を
形
而
上
で
な
い
と
す
る
の
は
誤
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
最
後
に
西
洋
書
が
創
造
的
で
あ
る
の
に
對

し
て
支
那
の
書
が
保
守
的
で
あ
る
と
な
し
、
現
代
の
支
那
の
書

は
む
し
ろ
西
洋
書
を
保
護
し
て
開
花
結
賓
さ
す
べ
く
努
力
す
べ

き
で
あ
る
と
結
ん
で
ゐ
る
。

　

呂
鳳
子
「
中
國
書
的
塗
」
。
支
那
の
書
の
歴
史
的
憂
遷
を
述
べ

併
せ
て
そ
の
将
来
に
對
す
る
管
見
で
あ
る
。
荘
子
の
徒
が
云
へ

る
「
以
天
合
天
」
は
、
顧
燈
之
の
「
以
形
寫
励
」
、
宗
少
文
の

「
暢
榊
」
、
王
景
賢
の
「
容
勢
」
と
な
り
、
更
に
謝
赫
の
「
気
韻

生
動
」
と
た
っ
た
が
骨
法
用
筆
は
支
那
の
書
の
特
有
な
も
の
で

あ
る
こ
と
を
云
ひ
、
支
那
の
書
が
「
無
篤
而
篤
」
と
「
警
戒
賢

愚
」
の
二
種
に
大
儒
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
又
形
式
の
便

化
進
展
が
述
ぺ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
く
て
将
来
の
支
那
の
書
は
そ

-83-



汐

　
　

の
質
は
受
す
べ
か
ら
ざ
る
も
そ
の
表
現
形
態
は
受
す
べ
き
も
の

　
　

で
あ
る
と
し
、
卸
ち
支
那
固
有
の
運
筆
は
も
と
よ
り
永
久
に
保

　
　

存
す
べ
き
も
、
筆
以
外
に
新
し
い
エ
具
は
竣
ね
川
ふ
べ
き
で
あ

　
　

り
、
又
光
に
於
て
も
従
来
の
「
多
面
光
」
を
慶
め
て
常
然
一
乃

　
　

至
二
の
光
を
原
則
と
す
べ
き
で
あ
る
と
結
ん
で
ゐ
る
。

　
　
　
　

葛
康
兪
「
霊
之
南
北
宗
及
其
慶
興
」
。
「
霊
」
は
元
来
「
刻
」

　
　

し
た
も
の
Ｋ
進
化
そ
る
も
の
で
、
綸
が
「
刷
色
的
意
思
」
な
ろ

　
　

に
對
し
て
「
線
的
操
使
」
で
あ
り
、
甲
骨
、
鼎
、
彝
、
壁
の
そ

　
　

れ
が
皆
然
う
で
あ
る
。
而
し
て
既
に
「
刻
」
す
る
こ
と
か
ら
胎

　
　

脆
し
て
も
「
線
」
に
終
始
し
て
ゐ
る
。
古
文
篆
箱
更
に
鐘
鼎
石

　
　

壁
よ
り
し
て
人
物
牛
馬
或
ひ
は
山
水
樹
石
す
べ
て
「
静
之
線
」

　
　

を
用
ひ
て
居
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
細
潤
古
麗
、
刻
錯
嵌
惑
と
形

　
　

容
さ
れ
る
も
の
で
有
唐
一
代
然
う
で
あ
っ
た
。
か
く
て
唐
ま
で

　
　

を
「
筆
篆
補
的
書
史
」
の
一
結
束
な
り
と
述
べ
、
更
に
南
北
宗

　
　

涙
の
師
資
傅
授
の
系
統
及
び
今
日
ま
で
の
歴
代
に
於
け
る
名
蹟

　
　

保
存
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　

市
債
慧
「
國
書
管
窺
」
。
先
づ
「
綸
篤
敷
釆
、
書
篤
界
線
、
檜

　
　

重
色
滞
、
重
重
條
線
、
綸
之
輿
書
有
別
而
相
須
」
と
述
べ
て
、

　
　

支
那
の
爰
は
殷
周
時
代
の
そ
れ
は
銅
器
に
、
漢
代
に
は
銅
器
の

　
　

外
、
漆
器
、
墓
傅
、
石
刻
が
あ
り
、
遂
に
六
朝
以
降
に
は
紙
Ｍ

筆
墨
行
は
れ
る
や
う
に
た
っ
て
、
こ
ｘ
に
完
全
な
成
立
を
見
る

に
い
た
っ
た
事
情
が
略
述
さ
れ
て
ゐ
る
。
次
い
で
そ
の
内
容
に

及
び
支
那
の
書
の
圖
案
、
人
物
、
山
水
、
花
鳥
が
簡
軍
に
況
か
れ

て
ゐ
る
。
そ
し
て
最
後
は
支
那
重
の
文
化
史
的
意
義
で
あ
る
。

　

支
那
重
を
論
す
る
場
合
、
魏
昔
以
前
は
印
ち
書
工
の
書
で
あ

り
、
魏
暫
以
降
は
即
ち
文
人
の
書
で
あ
る
。
重
エ
が
っ
ね
に
エ

を
求
め
た
に
對
し
て
、
文
人
の
書
は
必
ず
し
も
エ
を
求
め
ず
し

て
祁
理
に
合
し
。
重
に
於
い
て
儒
道
の
思
想
に
進
み
得
た
。
而

も
儒
道
の
思
想
は
漢
魏
以
来
支
那
文
化
を
維
持
し
た
根
本
思
想

で
あ
り
、
従
っ
て
魏
晋
以
来
の
文
人
の
書
は
叉
正
に
支
那
文
化

の
具
膿
的
な
表
徴
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

　

膝
固
「
詩
書
書
三
種
蒔
的
聯
帯
開
係
」
。
短
篇
な
れ
ど
も
よ
く

論
旨
が
趾
底
し
、
支
那
の
書
書
の
問
題
に
更
に
詩
を
加
へ
て
、

以
て
支
那
蒔
術
の
根
本
精
紳
を
綜
括
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ

る
。
正
に
よ
く
そ
の
人
を
得
て
本
論
叢
が
編
せ
ら
れ
た
こ
と
を

知
る
。
詩
書
査
三
者
の
結
合
は
支
那
特
有
の
も
の
で
、
而
も
凡

そ
支
那
の
蒔
術
を
論
す
る
場
合
こ
の
問
題
を
除
外
す
る
こ
と
は

無
意
味
で
あ
る
。
先
づ
張
彦
遠
の
云
は
ゞ
「
書
法
風
格
的
蒔
術

史
観
」
た
る
「
夫
物
象
必
在
於
形
似
、
形
似
須
仝
共
骨
賦
、
骨

気
形
似
皆
本
於
立
意
、
而
薪
乎
用
筆
、
飲
工
畳
者
多
善
書
」
の
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Zﾌ／

言
を
ひ
き
て
、
書
と
査
は
共
に
同
一
の
精
祁
的
根
源
に
結
び
つ

く
こ
と
を
云
ひ
、
次
に
詩
と
婁
の
結
合
を
述
べ
て
、
そ
れ
は
外

的
手
段
で
は
な
く
て
全
く
そ
の
内
的
木
質
に
よ
る
も
の
で
あ
・
る

と
す
る
。

　

余
紹
宋
「
中
國
会
之
気
韻
問
題
」
。
謝
赫
の
所
謂
六
法
中
の
第

一
で
あ
る
気
韻
の
字
義
を
解
称
し
、
次
い
で
気
韻
の
書
は
正
宗

妄
で
あ
っ
て
、
工
匠
爰
の
如
く
た
ゞ
賓
用
的
な
の
と
異
り
、
最

高
純
梓
蒔
術
の
結
晶
で
あ
る
と
云
ふ
。
而
し
て
気
韻
に
本
づ
く

正
宗
重
が
貴
族
的
で
あ
る
と
し
て
排
す
る
０
は
営
っ
て
ゐ
た
い

と
説
く
。
次
に
気
韻
と
形
似
の
開
係
に
つ
い
て
は
、
「
不
似
之

似
」
「
気
韻
生
動
」
に
よ
っ
て
示
し
て
ゐ
る
。
更
に
「
気
韻
生
知

之
説
」
を
述
べ
、
最
後
に
気
韻
が
往
々
水
１
　
に
限
ら
れ
る
の
は

皮
相
の
見
解
と
し
、
あ
く
ま
で
も
気
韻
に
支
那
書
の
将
来
の
基

礎
を
求
む
べ
き
を
力
脆
し
て
ゐ
る
。

　

董
作
賓
「
殺
人
之
書
呉
契
」
。
殷
墟
出
土
の
甲
骨
文
字
は
か
つ

て
は
書
契
と
一
に
解
さ
れ
て
ゐ
た
の
に
對
し
て
書
と
契
と
二
に

分
け
、
常
時
既
に
書
寫
の
文
字
と
契
刻
の
文
字
と
が
あ
っ
た
こ

と
を
賓
際
の
考
古
學
的
遺
物
に
卸
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
書
契
を
蓼
術
的
に
五
時
期
に
分
ち
、
雄
偉
、
謹
筋
、
順

昨
、
勁
哨
、
巌
整
と
作
風
の
愛
化
を
阜
げ
て
ゐ
る
。
さ
て
以
上

述
べ
来
っ
た
諸
論
文
は
何
れ
も
書
垂
を
取
扱
っ
た
も
の
で
あ
る

が
、
書
書
は
支
那
話
術
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

こ
れ
ら
諸
論
文
は
叉
本
論
叢
の
中
心
で
も
あ
る
。

　

王
遜
「
玉
在
中
國
文
化
上
的
價
値
」
。
玉
に
開
す
る
よ
く
ま
と

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
玉
の
一
般
祀
會
生
活
上
に
占
め
る
意
義

を
大
値
「
宗
教
的
」
「
政
治
的
」
「
道
徳
的
」
の
三
と
し
、
玉
の

美
は
道
徳
的
理
想
と
な
り
、
こ
ｘ
に
儒
教
の
道
徳
哲
學
は
そ
の

象
徴
を
玉
に
求
め
た
こ
と
を
述
べ
、
他
方
玉
９
軍
純
美
は
「
一

切
話
術
趨
向
美
玉
」
と
云
ひ
得
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
ゐ
る
。

　

徐
中
舒
「
開
於
銅
器
之
聾
術
」
。
銅
器
話
術
は
宜
に
彫
塑
、
篆

刻
、
綸
書
の
話
術
を
綜
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
に
立
っ

て
の
考
察
で
あ
る
。

　

狐
髭
「
漢
代
話
術
鳥
瞰
」
。
三
代
の
銅
器
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る

話
術
が
概
し
て
巌
整
だ
規
則
的
固
文
で
あ
っ
だ
の
に
對
し
て
、

漢
代
に
至
っ
て
寫
賓
的
と
な
り
そ
の
風
格
が
流
美
生
動
と
な
っ

た
こ
と
を
、
明
器
、
建
築
、
石
刻
、
漆
器
、
玉
、
銅
器
、
絲
織

品
に
卯
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
中
に
も
漆
器
に
描
か
れ
た

人
物
雲
龍
の
筆
法
に
於
い
て
は
、
六
朝
時
代
に
正
式
に
成
立
す

る
気
韻
生
動
の
萌
芽
が
既
に
き
ざ
し
て
ゐ
る
と
述
べ
、
併
せ
て

漢
代
話
術
の
占
め
る
意
硯
を
畢
げ
て
ゐ
る
。
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以
上
大
蔵
重
な
論
文
を
選
揮
し
て
梗
概
を
述
べ
た
が
、
そ
の

他
次
の
題
名
に
よ
っ
て
も
う
か
ゞ
へ
る
如
き
簡
軍
な
報
１
　
或
０
　

は
平
凡
・
な
諸
篇
を
の
せ
て
ゐ
る
。
即
ち
馬
衡
「
故
宮
博
物
院
參

加
美
波
音
之
書
垂
」
、
蒋
吟
秋
「
書
書
輿
装
濤
」
、
袁
同
鐙
「
全
國

美
術
展
覧
會
陳
列
之
版
書
書
」
、
蒋
復
玲
「
教
育
部
第
二
次
全
國

美
術
展
覧
貧
的
圖
書
」
、
唐
蘭
「
中
國
古
代
美
術
具
銅
器
」
、
黄
文

弼
「
羅
布
津
爾
腿
現
漢
漆
杯
考
略
」
、
袁
同
破
「
我
國
慈
術
品
流

落
欧
美
之
情
況
」
、
胡
厚
宜
「
中
央
研
究
院
殷
墟
出
土
展
品
參
観

記
」
で
あ
る
。

　

か
く
て
以
上
の
二
十
篇
を
収
め
た
本
書
は
、
支
那
話
術
に
開

す
る
今
日
に
於
け
る
支
那
諸
學
者
の
論
叢
で
あ
る
。
本
書
を
通

讃
す
る
時
、
本
書
の
中
心
部
分
を
な
す
と
思
は
れ
る
書
査
の
問

題
が
、
同
時
に
支
那
話
術
の
基
本
問
題
で
あ
る
こ
と
を
知
る
は

勿
論
で
あ
る
。
そ
こ
に
支
那
話
術
の
特
殊
性
が
う
か
ゞ
へ
る
。

西
洋
の
美
の
概
念
と
は
別
佃
の
立
場
に
於
い
て
、
支
那
の
話
術

が
把
握
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
然
し
こ
の
こ
と
は
直
ち
に
全
的

に
傅
統
を
肯
定
す
る
見
解
ｙ
．
意
味
し
な
い
。
傅
統
に
對
す
る
全

的
な
肯
定
は
一
般
支
那
學
者
の
訣
酷
で
あ
り
、
ぴ
い
て
は
純
粋

學
問
の
進
歩
を
阻
む
大
き
な
障
害
で
あ
る
。
徒
ら
な
る
傅
統
に

對
す
る
保
守
さ
り
・
と
て
も
し
く
は
飛
躍
的
な
反
抗
を
排
し
て
、

先
づ
批
判
的
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か
ｘ
る
立
場
に
立

つ
新
た
た
る
支
那
唇
術
學
の
確
立
は
、
こ
ｘ
に
東
洋
世
界
の
美

の
概
念
を
把
握
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ど
本
書
に
よ
っ

て
示
さ
れ
た
諸
論
文
に
於
け
る
方
法
論
の
不
統
一
と
混
眼
は
、

そ
の
日
の
来
る
や
は
る
か
に
遠
き
を
思
は
せ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔
澄
田
正
二

　
　

赤
峰
紅
山
後

　
　
　
　
　

満
洲
國
熱
河
省
赤
峰
紅
山
後
先
史
澄
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

－
東
方
考
古
學
叢
刊
甲
種
第
六
冊
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
十
三
年
九
月
刊
。
四
六
四
倍
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
三
一
頁
。
図
版
四
十
七
葉
。
附
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
摘
要
。
定
價
貳
拾
圖

　

昭
和
十
年
度
の
京
都
帝
國
大
學
夏
季
講
演
會
で
、
故
渚
田
博

士
は
赤
峰
の
該
に
開
す
る
講
演
を
さ
れ
た
。
常
時
博
士
は
約
一

ヶ
月
の
こ
の
我
掘
の
篤
に
日
焼
し
た
元
気
な
姿
で
幻
燈
十
六
ミ

リ
等
を
用
ひ
、
登
掘
と
い
ふ
Ｉ
見
無
味
乾
燥
な
事
項
に
對
し
興

味
の
話
題
を
逸
す
る
事
た
く
、
聴
衆
者
を
し
て
等
し
く
大
陸
の

先
史
文
化
へ
の
憧
憬
の
念
を
起
さ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
か
ら
満
三
年
右
の
調
査
報
告
が
堂
々
た
る
装
ひ
を
以
て
東
方

考
古
學
叢
刊
第
六
１
　
と
し
て
世
に
ま
み
ゆ
る
事
と
た
っ
た
。
而
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